
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者による評価 

 
Ａ環境面 
・JUMP の中だけでは逃げ場がない 
・職員の配置など伝わっていない 
 
Ｂ利用者への支援内容 
・こどもが楽しみにしている 
・土曜日のプログラム固定化が望ましい 
・居場所としての役割を果たしている 
 
Ｃ事業所からの情報発信 
・情報の発信はあるが保護者会の開催はない 
・LINE で様子を知ることが出来る 

 
Ｄ非常対応 
・避難訓練を定期的に行っている 
・緊急対応マニュアル、防犯マニュアルの周知が足 
 りない 

 
【共通点】 
 プログラムの多様性に魅力を感じている。 
 LINE でのやりとりを中心にしたことで、やり取りがスムーズになった 
 非常時対応についての保護者への周知が不足している 
 中高生の居場所として機能している 
 
【相違点】 
 JUMP の環境だけでは逃げ場がなくて不安 

 
Ａ環境面 
・駅前にあるため、公共交通機関を利用した外出企 

 画を行いやすい 
・風通りがとても良いので空気がこもらない 

 
Ｂ児童への支援内容 
・通所の練習に職員が付き添うことが出来る 
・療育の場だけではなく、利用児童の居場所として

機能している 
・多様なプログラムを提供できている 

 
Ｃ関係機関との連携 
・地域のイベントに参加した 
・他機関との連携が増えてきている 
・外部機関にイベントの開催を依頼した 
 
Ｄ保護者への説明責任・信頼関係 
・紙媒体を減らして LINE で配信している 
・LINE に切り替えたことで日々の様子を詳細に 
伝えることが出来るようになった 

・写真で様子を報告できていない 
・送迎が無いため保護者の方と直接お話出来る機会

がないので、より様子を細かく伝える手段が必要 
 
Ｅ非常対応 
・様々な場面を想定して、火災、地震、不審者訓練

を定期的に行っている 

・保護者への発信方法に工夫が必要 

事業所内での分析 

職員による自己評価 

事業所自己評価シート（星の広場 JUMP）        2023 年 3 月現在       



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

事業所名  放課後等デイサービス 星の広場 JUMP 

担当者   下竹 泰平    

 

 

 

① について 

避難訓練を行ったことを報告する際に、改めて緊急時対応マニュアルを保護者に周知する 

LINE で配信する 

② について 

コロナ禍意向、オンラインでの保護者会開催のみになっていたので、今後は事業所での開催も

検討していき、情報交換の場とする 

③ について 

相談室だけでなくベランダを有効活用していき、児童の逃げ場を確保する 

～自己評価を行っての事業所としての感想など～ 

 非常時対応マニュアルの周知が課題であることが変わらない。LINE で一斉配信することで全家庭に周知す

る。児童の居場所として機能している点を利用者からも評価を得られた。活動中の様子を LINE で詳細に伝

えていることは利用者からも概ね好評であるが、その他の情報発信が不足していることに改めて気づけた。 

まだまだ改善できる点ばかりなので、よりよい環境づくりに努めていきたい。 

 

 

・プログラムの多様さ 

・こどもとの話し合い・コミュニケーションが密 

・家庭への連絡の速さ 

・駅が近く立地が良いので自力で通所しやすい 

 公共交通機関を利用する練習に付き添える 

 

 

① 緊急対応マニュアルの周知 

② 保護者会の開催が必要 

③ 逃げ場の確保 

分析・検討してみて… 

事業所の強み 事業所の改善点 

事業所の改善への取り組み 



 


